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高いボイラ効率と
省エネ化を実現
環境にやさしい温水ボイラ

油　灯油
油 重油



高いボイラ効率と省エネ化を実現。
地球環境を考えた、温水ボイラＥＷシリーズ

－2－

EW-W［給湯暖房兼用］SERIES

EW-H［暖房］SERIES
高圧での暖房用途にも
対応可能な省エネタイプ。

浴場、暖房、温水プール等さまざまな給湯設備に対応します。温水はステン
レス製の熱交換器を通して作られますので、サビを防止しクリーンな給湯を
する事ができます。また熱交換器を並設することにより、2回路、3回路への
給湯も可能です。
水質によりSUS316又はチタン製の熱交換器も制作可能ですので、温泉
等にもご利用いただけます。

ハイパワー＆クリーンな給湯。

燃焼効率のよいバーナと、熱吸収のよい缶体構造を採用し、
高いボイラ効率を実現しています。

高いボイラ効率で省エネ化

安全性の高い多管式貫流温水ボイラのため、全機種ボイラ技
士は不要です。
年1回の自主検査を行えば、性能検査の必要はありません。
なお、暖房は水頭圧0.98MPaまで、給湯は、0.49MPaまで使
用することができます。

無免許・無検査

自動制御により、運転操作は各スイッチを入れるだけで簡単に
行えます。

手軽な運転

多管式貫流温水ボイラは、保有水量が少なく、昇温時間が短
いため、負荷に対してすばやく対応することができます。

負荷にすばやく対応

給湯は高性能熱交換器による間接加熱のため、直接給湯タイ
プに比べ腐食が少なく、また、熱交換器にステンレスを使用し、
長期間クリーンな給湯をすることができます。

すぐれた耐久性・クリーン給湯

全国に広がるおよそ100ヶ所のミウラのネットワークに約
1,200名のフィールドエンジニアを配置し、迅速なメンテナンス
をご提供します。

徹底したメンテナンス活動

無免許無検査で0.98MPaまで使用可能ですので、高層ビルを始め、一般
建築物、ハウス、工場等あらゆる暖房熱源として使用可能です。真空式、無
圧式と異なり、低圧損缶体を用いて、直接缶水を利用することができますの
で、設備の省エネを図ることができ、同時に熱交換器も不要ですので、コス
ト的にも大幅削減となります。
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放熱器

オイルタンクの燃料元弁

膨張タンク

注1.	 暖房負荷係数は628kJ/㎡hとしています。
注2.	 設備電力の〈　〉内は灯油仕様を示しています。EW-30・40・80のみ灯油仕様・A重油仕様を示しています。
注3.	 燃料の発熱量は、下記数値を使用しています。

燃料種 低発熱量 密度
灯　油 43.5MJ/㎏ 0.80g/㎤
A重油 42.7MJ/㎏ 0.86g/㎤

注4.	 水質により水処理薬品の必要な場合が有りますので、最寄営業所へお問い合わせください。
注5.	 A重油をご使用の場合はJIS1種1号を推奨致します。
	 燃料中の硫黄分と結露水により排気筒内面が腐食します。また、腐食物の飛散により、屋根、建屋、その他

周囲のものを腐食させたり汚したりすることがあります。
	 よって硫黄分の低いJIS1種1号を推奨致します。
注6.	 本体温水出口・返り口径は65Aですが、ボイラ付属の異径ソケットにより、下表の通り口径が変わります。

EW-30 80A
EW-40・EW-50・EW-60・EW-80 100A

注7.	 排気筒は材質SUS430の順差し型としています。
注8.	 （1）ボイラ効率は下記によるものです。
	 　　運転状態：給水温度15℃、給気温度35℃、出湯温度60℃
	 　　熱勘定方式：JIS B 8222
	 （2）誤差として、下記の許容値をもつものとしています。
	 　　ボイラ効率の誤差　±1％、燃料消費量の誤差　±3.5％
注9.	 温水返り温度は、55℃以上になるようにしてください。55℃未満になりますと結露水発生による腐食のお

それがあります。（55℃以上の場合でも、環境状態や運転状態によっては結露が発生することがあるため、
60℃以上を推奨します。）

注10.缶水温度は85℃以下に設定してください。
■熱出力、燃料消費量、設備電力は日本暖房機器工業会「温水発生機、温水ボイラ性能表示ガイドライン」による。

ボイラ水管内に送り込まれた水は水管内を上昇する際にバー
ナ燃焼により加熱され、温水となり負荷側へ供給されます。

貫流温水ボイラ（暖房回路）

　EW-30

要　　　目 型式
単位 EW-30 EW-40 EW-50 EW-60 EW-80 備考

本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体

熱 出 力 kW 349 465 581 698 930
暖 房 可 能 面 積 ㎡ 2,000 2,660 3,330 4,000 5,330 注1
最 高 水 頭 圧 MPa 0.98
ボ イ ラ 種 類 - 小型ボイラ（多管式貫流ボイラ）
取 扱 者 資 格 - 事業主による「特別教育」受講者以上
伝 熱 面 積 ㎡ 7.86 9.94 9.96 9.37
ボ イ ラ 効 率 ％ 85 注8
保 有 水 量 L 210 265 275 250
製 品 質 量 ㎏ 960 1,200 1,540 1,530 1,600

燃料消費量
灯 油 L/h 42.5 56.6 70.7 84.9 113.2

注3,5,8A重油 40.3 53.7 67.0 80.6 107.3
kW 411 547 684 821 1,094

使 用 電 源 - AC200V・50/60Hz 3相
設 備 電 力 kW 1.9 4.2〈4.1〉 6.5 注2
ボ イ ラ 外 形 寸 法
（W×D×H） ㎜ 1,010×1,425

×2,060
1,160×1,670
×2,060 1,865×1,680×1,920 1,845×1,760

×2,010

バ
ー
ナ

燃 焼 制 御 方 式 - 三位置制御方式
型 式 - 強制押込通風油圧力噴霧方式
着 火 方 式 - 高圧電気スパーク方式
燃 焼 検 知 方 式 - 炎センサ

接
続
口
径

温 水 出 口・返り口
A

80 100 注6
排 水 口 25
燃 料 入 口 20
排 気 筒 φ㎜ 250 290 330 360 注7
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　EW-40

　EW-50・60

　EW-80

フローシート 基本仕様

寸法図

暖房用缶体損失水頭

※印のあるEW-60以上は接続口2カ所を使用した時の損失水頭です。
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EW-W［給湯暖房兼用］SERIES

※外形図は機種により一部異なります。

フローシート

要　　　目 型式
単位 EW-30W EW-40W EW-50W EW-60W EW-80W 備考

本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体

給
湯

熱 出 力 kW 349 465 581 698 930 注1,7
給 湯 量 L/h 5,455 7,273 9,091 10,909 14,545 注1

暖
房

定 格 熱 出 力 kW 349 465 581 698 930 注7
暖 房 可 能 面 積 - 2,000 2,660 3,330 4,000 5,330 注3

ボ イ ラ 種 類 - 小型ボイラ（多管式貫流ボイラ）
最 高 水 頭 圧 MPa 1次側0.78・2次側0.49
取 扱 者 資 格 - 事業主による「特別教育」受講者以上
伝 熱 面 積 ㎡ 7.86 9.94 9.96 9.37
ボ イ ラ 効 率 ％ 85 注11
保 有 水 量 L 230 285 310 285
製 品 質 量 ｛ 重 量 ｝ ㎏ 1,080 1,300 1,740 1,730 1,790

燃 料 消 費 量
灯 油 L/h 42.5 56.6 70.7 84.9 113.2

注4,8,11A 重 油 40.3 53.7 67.0 80.6 107.3
kW 411 547 684 821 1,094

使 用 電 源 - AC200V・50/60Hz 3相

設 備 電 力 ｋW
50Hz/60Hｚ

2.65
50W、60Wとも共通

8.0灯　油 A重油
5.60 5.70

送 風 機 1.5 3.7 6.0
熱 源 ポ ン プ 0.75 0.75×2

ボ イ ラ 外 形 寸 法
（W×D×H） ㎜ 1,325×1,425

×2,155
1,480×1,670
×2,155 2,165×1,755×2,235 2,160×1,835

×2,250

バ
ー
ナ

燃 焼 制 御 方 式 - 三位置制御方式
型 式 - 強制押込通風油圧力噴霧方式
着 火 方 式 - 高圧電気スパーク方式
燃 焼 検 知 方 式 - 炎センサ

接
続
口
径

温 水 出 口・返り口 給 湯

A

50 50×2 注5
暖 房 80 100 注9

排 水 口 25
燃 料 入 口 20
排 気 筒 φ㎜ 250 290 330 360 注10

注1.	 給湯出力・給湯量は5℃→60℃の場合を示します。
注2.	 熱交換器の組み合わせにより2系統、3系統仕様が可能です。
	 最寄営業所へお問い合わせください。
注3.	 暖房負荷係数は628KJ/㎡hとしています。
注4.	 燃料の発熱量は、下記数値を使用しています。

燃料種 低発熱量 密度
灯　油 43.5MJ/㎏ 0.80g/㎤
A重油 42.7MJ/㎏ 0.86g/㎤

注5.	 EW-５０W以上は、熱交換器2本で給湯1回路となります。
注6.	 水質により熱交換器の材質変更の必要な場合があります。
注7.	 給湯・暖房の定格熱出力は、それぞれ単独に使用した時の値です。
注8.	 A重油をご使用の場合はJIS1種1号を推奨致します。
注9.	 本体温水出口・返り口径は65Aですが、ボイラ付属の異径ソケットにより、下表の通り口径が変わります。

EW-30W 80A
EW-40W・EW-50W・EW-60W・EW-80W 100A

注10.	 排気筒はSUS430の順差し型としています。
注11.	 （1）ボイラ効率は下記によるものです。
	 　　運転状態：給水温度15℃、給気温度35℃、出湯温度60℃
	 　　熱勘定方式：JIS B 8222
	 （2）誤差として、下記の許容値をもつものとしています。
	 　　ボイラ効率の誤差　±1％、燃料消費量の誤差　±3.5％
注12.	 暖房回路の戻り温度は、55℃以上になるようにしてください。55℃未満になりますと結露水発生による腐

食のおそれがあります。（55℃以上の場合でも、環境状態や運転状態によっては結露が発生することがあ
るため、60℃以上を推奨します。）

注13.	 缶水温度制御となります。缶水温度は85℃以下に設定してください。
	 各回路は別途温調をしてください。
■熱出力、燃料消費量、設備電力は日本暖房機器工業会「温水発生機、温水ボイラ性能表示ガイドライン」による。
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6m以上 
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フローシート（2系統の場合を示します。）

貯湯タンク設置の場合の標準配管例

※1.EWに貯湯タンクを設置する場合、貯湯タンクにサーモスタットを取り付けて、ボイラを
制御する事と溶解栓・逃がし管（25A以上）を併用してください。

※2.給水はタンクの下部から取り出し、循環ポンプ吸込側へ配管してください。
※3.給湯はタンクの頂部より取り出し、タンク上部へ返してください。
※4.詳細につきましては、最寄営業所へお問い合せください。
※5.温水配管は高温となるため、火傷防止対策として保温材を施工してください。

基本仕様

寸法図
　EW-30W

　EW-50Ｗ・60Ｗ

　EW-80Ｗ

　EW-40Ｗ




